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Topics

●宅配事業
　新潟支社新社屋が完成しました。

●小売事業
　チャレンジャー燕三条店が新しく

生まれ変わります。

オーシャンシステム ニュース

食品の品質向上や衛生管理体制の強
化、作業の効率化を図るため新潟支社

（新潟県三条市）の加工工場兼社屋を同
じ敷地内に移転して、本年8月に完成し
ました。

建築床面積は1,133㎡から2,723㎡
と約2倍となり、生産能力も増強しまし
た。

チャレンジャー燕三条店は、今までは
青果、鮮魚、精肉、食品の売場がそれぞ
れ別々の建物になっていましたが、今回
のリニューアルにより、建物をひとつに
しました。これからは、ワンフロアーに
青果、鮮魚、精肉、食品を取り揃え、ゆ
ったりとお買物ができます。

12月オープン予定

2008年

8月

2008年

12月
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ごあいさつ
株主の皆様には、ますますご清栄のこととお慶び申

し上げます。
平素は格別のご高配、ご支援を賜り、厚く御礼申し

上げます。
ここに、第31期中間期（平成20年4月1日から平

成20年9月30日まで）の営業の概況をご報告申し上
げます。

上半期を振り返りますと、わが国の経済は、米国に
おけるサブプライムローン問題に端を発した世界的な
金融不安をはじめ、原油高や原材料価格の高騰による
諸物価の値上げで個人消費が伸び悩み、企業収益が減
少するなど、景気の先行きは不透明感を増して推移い
たしました。

食品業界におきましては、中国製食品の安全性問題
はもとより、国内企業における表示偽装や異物混入な
どの食品に関する事件・事故が連日報じられており、
食の安全・安心に対する経営環境は、一段と厳しさを
増しております。また、消費者の倹約志向が高まり、
個人消費が冷え込む中、食品スーパー各社は、消費者
の購買意欲を掘り起こそうと低価格商品の拡充を図
り、競争は激化しております。

このような状況の中、当社グループは、「より良い

ものを、より安く」の経営理念のもと、安全・安心な
商品を提供するため品質管理を徹底するとともに、ロ
ーコストオペレーションを推進して収益の向上に努め
てまいりました。また、食品の品質向上や衛生管理体
制の強化を図るため宅配事業において新潟支社（新潟
県三条市）の加工工場兼社屋を建設いたしました。

その結果、当社グループの売上高は、176億27百
万円となり、営業利益は3億79百万円、経常利益は4
億4百万円となりましたが、連結子会社（㈱サンキュ
ーオールジャパン）において、特別利益として保険解
約返戻金を62百万円計上したことなどにより、中間
純利益は1億27百万円となりました。

今後の見通しにつきましては、第31期中間期の業
績を踏まえ、また、先行きに厳しさが増している景気
状況および異物混入等の食品関連事件が多発している
社会情勢等を勘案すれば依然として厳しさが続くもの
と認識しております。

株主の皆様におかれましては、今後とも何とぞ変わ
らぬご支援、ご鞭撻を賜わりますようお願い申し上げ
ます。

平成20年12月

「より良いものを、より安く」の理念のもと、
消費者に「満足と豊かさ」を提供することにより社会に貢献する

　　
高い商品力でお客様からの圧倒的な支持を得る

（高い利益を追求する）

経営理念

代表取締役社長　樋口　毅
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● 連結貸借対照表 （単位：百万円） （単位：百万円）

【負債の部】
流動負債は、前連結会計年度末に比べ1

億68百万円増加し、45億31百万円となり
ました。これは、短期借入金が5億74百万
円増加しましたが、買掛金が1億66百万
円、未払法人税等が2億69百万円それぞれ
減少したことなどによります。
固定負債は、前連結会計年度末に比べ6

億4百万円増加し、31億16百万円となり
ました。これは、長期借入金が5億75百万
円増加したことなどによります。

【資産の部】
流動資産は、前連結会計年度末に比べ8

億96百万円減少し、33億32百万円となり
ました。これは、現金及び預金が10億15
百万円減少したことなどによります。
固定資産は、前連結会計年度末に比べ15

億50百万円増加し、90億34百万円となり
ました。これは、有形固定資産が6億87百
万円、投資有価証券が5億10百万円それぞ
れ増加したことなどによります。

【純資産の部】
純資産合計は、前連結会計年度末に比べ1

億18百万円減少し、47億20百万円となり
ました。これは、利益剰余金が88百万円、
その他有価証券評価差額金が29百万円それ
ぞれ減少したことなどによります。

科　目
当期中間

（2008年9月30日現在）
前期中間

（2007年9月30日現在）
前　期

（2008年3月31日現在）

資産の部

流動資産 3,332 3,412 4,229

固定資産 9,034 7,392 7,484

　有形固定資産 6,539 5,803 5,852

　無形固定資産 226 194 218

　投資その他の資産 2,268 1,394 1,413

資産合計 12,367 10,805 11,714

科　目
当期中間

（2008年9月30日現在）
前期中間

（2007年9月30日現在）
前　期

（2008年3月31日現在）

負債の部

流動負債 4,531 4,157 4,362

固定負債 3,116 2,841 2,512

負債合計 7,647 6,998 6,875

純資産の部

株主資本 4,747 3,805 4,837

　資本金 801 468 801

　資本剰余金 354 21 354

　利益剰余金 3,592 3,316 3,680

評価・換算差額等 △ 27 1 1

純資産合計 4,720 3,806 4,839

負債・純資産合計 12,367 10,805 11,714
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【連結キャッシュ・フロー計算書】
（営業活動によるキャッシュ・フロー）
税金等調整前四半期純利益は2億69百万円となりましたが、仕入債務
の減少額が1億66百万円、法人税等の支払額が3億89百万円となり、
営業活動により支出した資金は1億52百万円となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）
有形固定資産の取得による支出が9億62百万円、投資有価証券の取得
による支出が5億57百万円、および敷金及び保証金の差入による支出が
3億25百万円となり、投資活動により支出した資金は17億90百万円と
なりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）
長期借入による収入が11億円となりましたが、配当金の支払額が2億
14百万円となったことなどにより、財務活動により取得した資金は9億
34百万円となりました。

Financial Statements
連結財務諸表

● 連結損益計算書 ● 連結キャッシュ･フロー計算書（単位：百万円） （単位：百万円）

● 売上高（連結、単位：百万円） ● 経常利益（連結、単位：百万円） ● 中間（当期）純利益（連結、単位：百万円）

科　目
当期中間

2008年4月 1 日から
2008年9月30日まで

前期中間
2007年4月 1 日から
2007年9月30日まで

前　期
2007年4月 1 日から
2008年3月31日まで

売上高 17,627 17,374 34,806

売上原価 13,052 12,975 25,673

売上総利益 4,575 4,399 9,133

販売費及び一般管理費 4,195 3,941 7,933

営業利益 379 457 1,200

営業外収益 57 31 68

営業外費用 32 19 87

経常利益 404 470 1,180

特別利益 68 87 80

特別損失 203 72 91

税金等調整前中間（当期）純利益 269 485 1,169

法人税、住民税及び事業税 124 197 538

法人税等調整額 16 9 △ 13

中間（当期）純利益 127 279 644

科　目
当期中間

2008年4月 1 日から
2008年9月30日まで

前期中間
2007年4月 1 日から
2007年9月30日まで

前　期
2007年4月 1 日から
2008年3月31日まで

営業活動によるキャッシュ･フロー △ 152 286 1,098

投資活動によるキャッシュ･フロー △ 1,790 △ 501 △ 813

財務活動によるキャッシュ･フロー 934 115 272

現金及び現金同等物の増減額 △ 1,008 △�98 558

現金及び現金同等物の期首残高 1,646 1,088 1,088

現金及び現金同等物の中間期末（期末）残高 638 989 1,646
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Network
店舗ネットワーク（2008年9月30日現在）

● チャレンジャー
新潟県･･････････････････････････････････ 9
● 業務スーパー
新潟県･･････････････････････････････････ 6
福島県･･････････････････････････････････ 2
茨城県･･････････････････････････････････ 1
群馬県･･････････････････････････････････ 3
宮城県･･････････････････････････････････ 2
長野県･･････････････････････････････････ 1
山形県･･････････････････････････････････ 3
業務スーパー合計･･･････････････････････18
● エルジョイ
新潟県･･････････････････････････････････ 1

● フレッシュランチ39
営業店　新潟県･･････････････････････････ 3
　　　　群馬県･･････････････････････････ 1
　　　　北海道･･････････････････････････ 1
　　　　茨城県･･････････････････････････ 1
営業所　新潟県･･････････････････････････ 3
　　　　群馬県･･････････････････････････ 2
　　　　埼玉県･･････････････････････････ 2
● ぐるめし本舗
新潟県･･････････････････････････････････ 1
● こしひかり弁当
東京都･･････････････････････････････････ 2

小売事業 弁当給食事業

● ヨシケイ新潟
営業所･････････････････････････････････11
● ヨシケイ群馬
営業所･･････････････････････････････････ 3
● ヨシケイ北海道
営業所･･････････････････････････････････ 3

宅配事業

● 海風亭　寺泊　日本海･･････････････････ 1

旅館事業

チャレンジャー赤道店 フレッシュランチ39長岡店 ヨシケイ新潟　新潟営業所 海風亭　寺泊　日本海

010_0087601632012.indd   5 2008/11/15   4:14:51



6

Company Data
会社情報･株式情報

● 会社概要（2008年9月30日現在）

社　　　名	 株式会社オーシャンシステム
	 （OCEAN SYSTEM CORPORATION）
本社所在地	 〒955-0845
	 新潟県三条市西本成寺二丁目26番57号
創　　　業	 1955年（昭和30年）

設　　　立	 1998年（平成10年）

	 4月1日（グループ合併）

資　本　金	 8億171万円
代　表　者	 代表取締役社長　樋口　毅
従 業 員 数	 770名（連結）　760名（単体）
	 （2008年9月末現在　パート･アルバイト除く）

決　　　算	 年１回（3月）

関 係 会 社	 株式会社サンキューオールジャパン

● 役 員（2008年9月30日現在）

代表取締役会長	 樋　口　洋　平
代表取締役社長	 樋　口　　　毅
代表取締役副社長	 樋　口　　　勤
取　　締　　役	 中　嶋　庄　司
	 山　崎　喜一郎
	 橋　崎　健　吾
	 古川原　英　彦
	 桜　井　英　紀
	 澁　谷　幸　紀
	 北　村　和　昭
常 勤 監 査 役 	 渋　川　光　夫
監　　査　　役	 板　垣　征　吾
	 捧　　　俊　雄

● 株式の状況（2008年9月30日現在）

発行可能株式総数	 35,740,000株
発行済株式総数	 10,833,000株
株主数		  336名
単元株式数		  1,000株

● 大株主（上位10名）（2008年9月30日現在）

● 所有者別分布状況（2008年9月30日現在）

●個人・その他
6,858,015株	（63.30％）
●金融機関
	 627,000株	（5.79％）
●証券会社
	 2,231株	（0.02％）
●その他の国内法人
	3,305,000株	（30.51％）
●外国法人等
	 40,000株	（0.37％）
●自己名義株式
	 754株	（0.01％）

株主名 持株数 出資比率
株 ％

㈱ひぐち 2,105,000 19.43
樋口洋平 1,463,000 13.50
樋口　毅 1,463,000 13.50
樋口　勤 1,463,000 13.50
オーシャンシステム従業員持株会 942,000 8.69
㈱第四銀行 320,000 2.95
㈱北越銀行 301,000 2.77
㈱マツヤ 254,000 2.34
㈱神戸物産 250,000 2.30
安達成功 55,000 0.50
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〒955-0845  新潟県三条市西本成寺二丁目26番57号
TEL.0256-33-3987　FAX.0256-35-2573
http://www.ocean-system.com

事業年度 4月1日から3月31日まで
定時株主総会 6月中
基準日 3月31日
配当金受領株主確定日 期末配当　3月31日

中間配当　9月30日
株主名簿管理人
同事務取扱場所

みずほ信託銀行株式会社
東京都中央区八重洲一丁目2番1号
みずほ信託銀行株式会社　本店証券代行部
平成20年12月30日まで 平成21年１月５日より

郵便物送付先 〒135-8722　東京都江東区佐賀１-17-7 〒168-8507　東京都杉並区和泉2-8-4
電話お問い合わせ先
（フリーダイヤル） 0120-288-324（変更ありません）

取次所 株主名簿管理人取次所
みずほ信託銀行株式会社
　全国各支店
みずほインベスターズ証券株式会社
　本店および全国各支店

―
（各種の請求、届出等は、原則として、株主様が口座を開設されている証券会
社等を通じて請求・届出いただくこととなり、株主名簿管理人の取次所では
受付することができませんのでご注意ください。
ただし、未払配当金の問い合わせは引き続き受付いたします。）

株式取扱手数料 名義書換　無料
新券交付　１枚につき200円

―
（株券が電子化されるためなくなります）

※特別口座に記録された株主様からの単元未満株式の買取請求、買増請求、振替請求等は、特別口座管理機関としてのみずほ信託銀行の支店で請求等
の取次をいたします。

公告方法 電子公告（http://www.ocean-system.com）

ただし、やむを得ない事由によって、電子公告によ
る公告をすることができない場合には、日本経済新
聞に掲載して行います。

  株主メモ

  ホームページのご案内

http://www.ocean-system.com
ホームページでは、最新のニュースリリースやIR情報など多様な
情報を公開しています。ぜひご覧ください。

Cert no. SA-COC-1442

●お知らせ
　平成21年１月より株券が電子化されます。そのため
株式に関するお手続に変更がある場合がございますので
ご注意ください。詳しくは、上記「電話お問い合わせ 
先」にお問い合わせください。
　なお、証券会社等をご利用の場合は、住所変更や買
取請求等は引き続きご利用の証券会社等へご連絡願いま
す。未払配当金については、上記「電話お問い合わせ 
先」にお問い合わせください。
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